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平成 15 年度に受けた取材・報道
本年度，総情センターの職員は様々なマスメディアから取材を受けてきました．その一例を紹介致します．

• 学務情報システムや eラーニングで先進的取り組み - 熊本大,
杉谷 賢一, 中野 裕司,

• IT 教育が大学を変える 　～動き始めた熊大情報化計画～,
秋山 秀典, 中野 裕司,
熊大通信 Vol.10, pp.1-5 (2003年 10月).

• 世界トップレベルの研究と人材育成を目指して ２１世紀ＣＯＥプログラム,
秋山秀典,
熊大通信 Vol.10, pp.14-15 (2003年 10月).

• WebClass による導入事例 [熊本大学]，
喜多 敏博,
DATA PACIFIC e-Leraning コンテンツニュース (2003年 6月)

時事 IT 情報 Vol. 161, pp.13-14, (2004年1月)，時事通信社

ネットコミニュケーション研究部門 助教授 杉谷 賢一と計算機援用部門 教授 中野 裕司が熊本大学学務情報シス

テム (SOSEKI) や WebCT を活用した情報教育について説明しています．さらに，熊本大学 LINK 構想について
紹介しています．



80 平成 15 年度 総合情報基盤センター 年報

熊大通信 Vol. 10, pp.2-3, (2003年10月)

センター長 秋山 秀典と計算機援用部門 教授 中野 裕司が「今，社会が大学にもとめるものが大きく変化してい

ます．その要求に応えるには，今までの教育システムでは困難」との切り口から，熊本大学におけるオンライン授

業，e-Learning の取り組みについて説明しています．

DATA PACIFIC e-Leraning コンテンツニュース (2003年6月)

WecCT と並んで，熊本大学情報基礎教育に利用されている WebClass の熊本大学における利用例を計算機援用
部門 助教授 喜多 敏博が解説しています．本学では情報倫理教材 INFOSSを利用し，初年度学生にネットワーク社
会における倫理とマナーを身につけさせています．


